
「肺がんを予防する」 

 

研究所 疫学・予防部 室長 松尾 恵太郎 

 

 

  

 肺がんにかかる人が急速に増えています。これに伴い、残念ながら肺がんが

原因で亡くなる方も増えています。愛知県でも現在毎年約 4,000 人の方が肺が

んにかかり、その四分の三にあたる約3,000人の方が亡くなっている状況です。 

 近年の治療成績の改善は目を見張るものではありますが、それでもまだ肺が

んは「ならずに済むならそれに越したことは無い」というタイプのがんです。 

喫煙すると肺がんリスクが上がることは皆さんご存知だと思いますが、どれだ

けの方が喫煙のために肺がんで命を落としているかを耳にされることはないで

しょう。喫煙による肺がんのため毎年愛知県で約 2,000 人が死亡していると推

定されます。検診と治療だけで追いつくのは非常に難しい現状です。 

 肺がんの予防には、確実なものから順序を間違えずに、自分で実践出来るも

のを取り入れていくことが大切です。 
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肺がん治療最新の話題 ～個別化治療にむけて～ 

 
副院長、呼吸器外科部長 光冨徹哉 

 

 
肺がんは日本人のがん死亡原因の第一位で、年間 7万人近くの方が亡くなっています。予防の

ために、まずは禁煙運動を更にすすめることが重要ですが、非喫煙者の肺がん患者さんも増え

てきています。比較的早期の患者さんは手術によって治癒させることが可能です。放射線治療

の分野では粒子線や定位放射線治療といった最新の機器が開発されています。しかし、肺がん

が難治である理由は、脳、骨などの遠隔の臓器に転移しやすいためで、このような場合は薬物

による治療の対象となります。従来は肺がんという一つのくくりでいわば画一的な治療を行っ

ていました。ここ 10 年の肺がんへの理解がすすんだおかげで、肺がんの組織型や遺伝子のタ

イプによって治療を選択し、最小の負担で最大の効果をあげるように大きく変貌しつつありま

す。本講演では、以上のような肺がん治療の最前線について紹介したいと思います。 



「肺がんの緩和ケア～患者さんから教えてもらったこと～」 

 

看護部 がん看護専門看護師 西尾 里美 

     

 

 

 

 

 

肺がん患者の苦痛緩和に向けた行動

症状に気をつける

先生に症状を伝える

先生を信頼してからだを預ける

安全に過ごすように努める

体力の維持に努める

家族に頼る

脳転移にともなう肺がん患者さんの苦悩

•疾病に関連した苦悩

•治療に関連した苦悩

•家族や周囲の人々に関連した苦悩

 

がん患者さんが抱く苦しみ

身体的苦痛

がんの痛み

だるさ、息苦しさ

抗がん剤の副作用

社会的苦痛

頼れる家族がいない

仕事ができない

治療費が払えない

精神的苦痛

がんになった怒り、悲しみ
治療に対する不安
死に対する恐怖

霊的苦痛

生きがいがなくなった
生きる意味が見いだせない

目標を見失った

全人的な痛み

肺がん患者さんの悩みに対する努力の方法

•病気の知識を深める

•納得できる治療を選定する

•記憶を保とうとする

•経済面の備えをする

悩みに対するこころのもち方

•治らない病状をあきらめる

•患者同士の交流をよりどころにする

•がんと上手に付き合うようにする

•良い状態であると信じようとする

•家族の気持ちに配慮する

•現状に向き合わないようにする



3 年ほど前に、肺がんの患者さんから病気の経験をお聞きする機会をいただき

ました。患者さんは、病気になったことで生活が一変し、様々なつらさや悲し

みを経験しておられました。それらの苦痛は、身体的、精神的、社会的、霊的

の４つの側面をもっています。肺がんで脳への転移があると診断された患者さ

んへのインタビューでは、身体的苦痛（痛みや症状）、精神的・社会的苦痛（悩

み、家族・仕事の心配など）を抱えながらも、患者さん自身の努力で解決に向

かおうとしているのがわかりました。 

患者さんの言葉によれば、がんによる痛みや脳転移の症状をより適切に早く

緩和できると、こころも元気になって、病状について調べはじめ、病気である

自分を認めて前向きになれるとのことでした。 

緩和ケアは、肺がんと診断された時期から受けることができ、患者さんが前

向きに生きられるように支えることであると考えます。早期の肺がんで手術を

受ける患者さんであっても、進行性の肺がんの患者さんであっても、4つの苦痛

のどれかがあると言われています。がんと診断されたとき、告知をうけたとき

のこころの衝撃を和らげることも緩和ケアです。 

今回の講演では、肺がん患者さんからお聞きしたお話を交えながら、緩和ケ

アとは何か、どうやって受けるのかをお伝えいたします。 

 

 

     


